
 

2018 年 9 月吉日 

報道関係各位 

 

成蹊大学 2018 年度 後期公開講座開催のお知らせ 

統一テーマ：「知のフロンティア」 
 

 成蹊大学（東京都武蔵野市、学長：北川浩）では、2018 年度後期公開講座（全 4 回、統一テーマ：知のフロンティ

ア）を 2018 年 10 月 6 日（土）より開催いたします。 

 各回の内容は独立しており、希望の回のみ受講することも可能です。事前申し込み不要、受講無料。各回の概要に

関しては、下記をご参照下さい。 

 

■第 1 回：「失われた日本を求めて―白洲正子の世界」 

日時： 10 月 6 日（土） 10：30～12：10 

講師： 挾本 佳代 （成蹊大学 経済学部教授） 

■第 2 回：「働き方改革と仕事の効率化―管理技術の活用」 

日時： 10 月 13 日（土） 10：30～12：10 

講師： 渡邉 一衛 （成蹊大学 名誉教授） 

■第 3 回：「明治の先人に学ぶ―法制度移入の最前線」 

日時： 10 月 20 日（土） 10：30～12：10 

講師： 三田 奈穂 （成蹊大学 法学部助教） 

■第 4 回：「詩人が夢見た黄金のロボット」 

日時： 11 月 10 日（土） 10：30～12：10 

講師： 細井 敦子 （成蹊大学 名誉教授） 

 

・会場： 成蹊大学 6 号館 401 教室 （東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1） 

 JR 中央線・井の頭線「吉祥寺」駅より徒歩 20 分、 

 または吉祥寺駅北口①・②番バス乗り場から関東バスで約 5 分「成蹊学園前」下車 

・受講費用/資格： 無料/どなたでもご参加いただけます。 

・定員： 300 名（当日先着順） 

・お問合先： 成蹊大学企画運営部庶務運営課 

 TEL.0422-37-3535 E-mail.kikaku@jim.seikei.ac.jp 

 

 
※お申込みの必要はございません。直接会場へお越しください。 
 
※各回とも独立した内容ですので、ご希望の回だけの受講も可能です。 
 
※講義内容・講師・会場につきましては、止むを得ず変更になる場合がございます。 

 

 

 

本件に関する報道機関からのお問合せ先 

成蹊学園 企画室 広報グループ 

TEL.0422-37-3517 FAX.0422-37-3704 E-mail.koho@jim.seikei.ac.jp 

 



 

＜ご参考資料：講演概要等＞ 

 

挾本 佳代 （はさもと かよ） 成蹊大学 経済学部 教授 

■講演名：「失われた日本を求めて―白洲正子の世界」 

 失われた日本を探し求めて、白洲正子は高度経済成長に沸く日本に背を向け、滋賀山奥のかくれ里に分

け入りました。『かくれ里』を中心に、示唆に富む白洲正子作品を考察していきます。 

 

渡邉 一衛 （わたなべ いちえ） 成蹊大学 名誉教授 

■講演名：「働き方改革と仕事の効率化―管理技術の活用」 

 日本の労働生産性は OECD 加盟国中 21 位で、平均値を下回っています（2016 年度）。そのため、働き方

改革、生産性向上が重要な課題です。その解決策の１つである管理技術の基礎を紹介します。 

 

三田 奈穂 （みた なほ） 成蹊大学 法学部助教 

■講演名：「明治の先人に学ぶ―法制度移入の最前線」 

明治時代、欧米諸国の制度を学び、日本の刑事司法は大きく変化しました。裁判員制度施行から 10 年

を迎える今、原点に立ち返り、復讐禁止や拷問廃止の意義を考えます。 

 

細井 敦子 （ほそい あつこ） 成蹊大学 名誉教授 

■講演名：「詩人が夢見た黄金のロボット」 

 人に寄り添って歩行を助けてくれるロボット、それが黄金製の美しい乙女だったら・・・古代ギリシャの詩人

が神話に託した夢想を、今また読みなおしてみたいと思います。 

 


